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資
　
料武

樹
臣
著
「
歴
史
が
予
言
す
る
未
来

　　

@　

?
国
法
文
化
の
全
体
精
神
及
び
マ
ク
ロ
的
様
式
を
論
ず
」

九
州
大
学
中
国
法
研
究
会

は
じ
め
に

　
　
　
こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
は
、
北
京
大
学
法
律
系
副
教
授
武
樹
臣
氏

　
　
　
（
中
国
法
律
思
想
史
専
攻
／
一
九
四
九
年
～
）
．
が
一
九
八
八
年
に
執

　
　
逸
し
、
『
法
学
研
究
』
（
北
京
）
一
九
八
九
年
第
二
二
号
に
掲
載
し
た

　
　
論
文
「
譲
歴
史
預
言
未
来
～
論
中
国
法
律
文
化
的
総
体
精
神
与
宏
観

　
　
様
式
」
の
翻
訳
で
あ
る
。
中
国
に
お
け
る
法
思
想
史
の
研
究
動
向
を

　
　
知
る
上
で
、
ひ
い
て
は
、
中
国
法
の
歴
史
、
現
状
、
未
来
に
つ
い
て
、

料
　
　
最
近
の
中
国
の
法
史
学
者
が
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
を
理
解
す
る

資
　
　
上
で
、
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
訳
出
す
る
こ
と
に
し

た
。
な
お
、
武
氏
は
本
論
文
公
表
後
、
来
日
し
、
同
様
の
テ
ー
マ
に

つ
き
、
早
稲
田
大
学
に
お
い
て
「
中
国
の
法
文
化
～
中
国
の
『
法
統
』

と
『
法
体
』
に
つ
い
て
の
史
的
考
察
」
と
題
す
る
講
演
を
行
い
、
そ

の
内
容
は
『
比
較
法
学
』
二
五
巻
一
号
（
一
九
九
二
）
に
翻
訳
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
本
論
文
と
内
容
的
に
重
複
す
る
箇
所
も
少
な
く
な
い

が
、
「
法
文
化
」
に
つ
い
て
の
見
方
に
は
若
干
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。

併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

　
翻
訳
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
中
国
法
研
究
者
の
高
見
澤
元
畜
（
駒

沢
大
学
非
常
勤
講
師
）
か
ら
貴
重
な
御
教
示
を
得
る
と
と
も
に
、
九

州
大
学
法
学
部
学
生
の
小
野
知
充
、
片
岡
美
穂
、
坂
本
由
美
、
鈴
木
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料
　
　
敬
之
、
中
尾
智
美
、
仁
禮
博
臣
、
福
見
由
香
里
等
の
諸
君
の
協
力
を

資
　
　
得
た
こ
と
を
付
記
し
、
あ
わ
せ
て
上
記
の
方
々
に
謝
意
を
表
す
る
も
噛

　
　
の
で
あ
る
。

〈
本

文
〉

一
　
法
文
化
と
中
国
法
文
化

　
法
文
化
と
い
う
も
の
は
人
類
の
法
実
践
活
動
及
び
そ
の
成
果
の
総

和
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
類
が
自
ら
の
生
存
発
展
に
と
っ
て
有
利
な
特

殊
な
秩
序
を
実
現
す
る
能
力
、
及
び
人
類
が
社
会
生
活
に
対
し
て
設

計
や
制
御
を
加
え
る
程
度
あ
る
い
は
状
態
を
示
し
て
い
る
。
法
文
化

と
い
う
語
は
ま
た
、
一
種
の
総
合
マ
ク
ロ
的
な
研
究
方
法
の
代
名
詞

で
も
あ
る
。
そ
れ
は
人
類
の
法
実
践
活
動
す
な
わ
ち
有
形
の
立
法
・

司
法
活
動
や
無
形
の
思
惟
認
識
活
動
を
あ
る
一
つ
の
統
一
体
と
し
て

把
握
す
る
が
、
そ
の
目
的
は
人
類
の
法
実
践
活
動
の
本
質
的
特
徴
及

び
そ
の
内
在
的
法
則
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
法
文
化
は
以
下
の

四
大
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

O
　
法
思
想
、
す
な
わ
ち
法
と
い
う
一
つ
の
社
会
現
象
に
つ
い
て
の

人
々
の
見
解
や
要
求
や
評
価
。
法
理
学
（
法
に
対
す
る
マ
ク
ロ
的
理

論
的
評
価
）
及
び
法
意
識
（
法
に
対
す
る
ミ
ク
ロ
的
現
実
的
評
価
）

か
ら
な
る
。

口
　
法
規
範
、
す
な
わ
ち
社
会
的
権
威
機
構
（
通
常
は
国
家
を
指
す
）

が
制
定
し
、
認
可
し
、
実
施
を
保
障
す
る
特
殊
な
行
為
準
則
。
そ
の

実
用
的
価
値
は
、
あ
る
特
定
の
社
会
秩
序
を
創
立
し
た
り
維
持
し
た

り
す
る
点
に
あ
る
が
、
こ
う
し
た
社
会
秩
序
は
社
会
の
一
般
の
構
成

員
に
対
し
て
一
般
的
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
特
殊
な

社
会
構
成
員
に
対
し
て
特
殊
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
も
で
き
る
。
法

規
範
の
究
極
の
価
値
は
、
社
会
自
身
の
自
己
更
新
力
を
保
護
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
社
会
文
化
の
進
歩
を
促
進
す
る
点
に
あ
る
。

日
　
法
機
構
、
す
な
わ
ち
法
規
範
の
成
立
及
び
実
現
を
保
障
す
る
一

連
の
作
業
機
構
の
総
和
。
こ
れ
は
立
法
活
動
、
司
法
活
動
の
正
常
な

進
行
を
保
障
す
る
客
観
的
条
件
で
あ
る
。

四
　
法
技
術
、
す
な
わ
ち
立
法
や
司
法
等
の
実
践
活
動
に
従
事
す
る

能
力
、
技
術
及
び
方
法
。
立
法
技
術
、
司
法
技
術
、
法
律
文
献
管
理

技
術
等
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
は
立
法
活
動
、
司
法
活
動
の
正
常
な
進

行
を
保
障
す
る
主
観
的
条
件
で
あ
る
。

　
下
部
構
造
と
上
部
構
造
と
の
矛
盾
統
一
の
運
動
の
中
で
、
法
文
化

の
諸
要
素
は
社
会
生
活
を
基
礎
と
し
、
法
思
想
、
と
り
わ
け
法
意
識

を
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
相
互
に
作
用
し
あ
い
、
相
互
に
関
連
し

あ
い
な
が
ら
、
法
文
化
の
変
化
発
展
の
直
接
的
動
因
を
構
成
し
て
い

60　（1　●246）　246



武樹臣著「歴史が予言する未来」

る
。　

中
国
法
文
化
と
は
、
中
国
が
文
明
の
緒
に
つ
い
て
以
来
、
今
日
に

い
た
る
ま
で
の
法
実
践
活
動
及
び
そ
の
成
果
の
総
称
で
あ
る
。
数
千

年
に
わ
た
っ
て
、
中
国
法
文
化
は
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
そ
の
伝
統

を
保
持
し
、
中
国
独
特
の
精
神
と
様
式
を
形
成
し
て
、
世
界
の
法
文

化
界
に
異
彩
を
放
っ
て
き
た
。
世
界
に
は
多
種
多
様
な
法
文
化
が
存

在
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
お
お
よ
そ
二
つ
の
基
準
を
用
い
て
六
つ
の
類

型
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
法
規
範
の
内
容
が
依

拠
す
る
と
こ
ろ
の
全
体
精
神
を
基
準
と
す
れ
ば
、
宗
教
主
義
類
型
、

倫
理
主
義
類
型
、
現
実
主
義
類
型
の
三
種
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
法
規
範
の
制
定
や
実
現
に
際
し
て
の
基
本
的
な
手
続

や
方
式
を
基
準
と
す
れ
ば
、
判
例
法
型
、
成
文
法
型
、
成
文
法
と
判

例
法
を
結
合
さ
せ
た
混
合
法
型
の
三
種
類
に
分
類
で
き
る
。
い
ず
れ

の
基
準
で
分
け
る
に
せ
よ
、
中
国
法
文
化
は
そ
の
独
特
の
倫
理
主
義

的
色
彩
、
あ
る
い
は
混
合
法
様
式
に
よ
っ
て
、
独
自
の
一
派
を
な
し

て
い
る
。
今
日
、
中
国
法
文
化
の
倫
理
主
義
的
精
神
は
基
本
的
に
は

姿
を
消
し
た
が
、
そ
の
固
有
の
集
団
本
位
の
精
神
は
依
然
と
し
て
潜

在
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
混
合
法
様
式
た
る
や
、

実
に
近
現
代
の
法
実
践
活
動
を
終
始
支
配
し
て
い
る
。
中
国
特
有
の

混
合
法
様
式
は
世
界
の
法
文
化
の
発
展
の
共
通
の
動
向
を
表
わ
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

二
　
中
国
法
文
化
の
全
体
精
神
の
変
革
／
単
向
《
上
意
下
達
》
本
位

か
ら
双
向
《
上
下
両
面
通
行
》
本
位
へ

　
法
文
化
の
全
体
精
神
に
つ
い
て
い
え
ば
、
数
千
年
の
悠
久
の
歴
史

を
有
す
る
中
国
法
文
化
は
、
以
下
の
い
く
つ
か
の
段
階
を
経
過
し
た
。

0
　
神
本
位
（
般
商
）

　
般
商
は
鬼
神
を
盲
信
し
、
人
間
に
重
き
を
お
か
な
い
時
代
で
あ
っ

た
。
い
み
じ
く
も
『
礼
記
・
表
記
』
に
は
「
般
人
は
神
を
尊
び
、
人

民
を
導
く
に
あ
た
っ
て
は
、
神
に
仕
え
る
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
す

る
。
宗
廟
で
鬼
神
を
祭
る
こ
と
を
優
先
し
、
朝
廷
に
お
け
る
君
臣
の

礼
を
軽
視
す
る
。
罰
を
先
に
し
て
、
賞
を
後
に
す
る
。
こ
の
よ
う
な

股
の
政
治
は
『
尊
（
厳
し
さ
を
中
核
と
す
る
秩
序
）
』
で
あ
っ
て
、
『
親

（
親
し
み
を
中
核
と
す
る
秩
序
）
』
で
は
な
い
。
般
民
の
欠
点
は
、
勝

手
な
こ
と
を
し
て
定
ま
ら
ず
、
高
慢
で
恥
を
知
ら
な
い
こ
と
だ
。
」
と

あ
る
。
神
（
至
上
神
及
び
祖
先
神
）
の
権
威
が
人
々
の
思
考
を
ね
じ

ま
げ
、
人
々
の
自
主
の
精
神
を
抑
圧
し
た
。
神
が
人
間
社
会
の
立
法

や
司
法
の
最
高
支
配
者
と
な
っ
た
。
甲
骨
文
に
「
薬
王
聞
耳
惟
辟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

（
法
）
、
貞
王
聞
惟
辟
」
、
「
玄
人
井
（
刑
）
不
」
と
あ
る
、
す
な
わ
ち

［
王
は
占
い
に
よ
っ
て
、
法
を
制
定
し
て
よ
い
か
ど
う
か
、
ま
た
、
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資料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
人
に
刑
罰
を
加
え
て
よ
い
か
ど
う
か
を
問
う
］
と
あ
る
の
は
、

こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
政
治
や
法
律
の
実

践
経
験
を
積
み
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
ま
ず
、
祖
先
神
が
至
上
神
を
制

約
し
、
や
が
て
人
間
の
意
思
が
神
意
を
制
約
し
、
神
が
統
治
す
る
古

き
時
代
は
終
り
を
告
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

口
　
「
家
」
本
位
（
西
周
、
春
秋
）

　
鬼
神
を
重
ん
ぜ
ず
、
人
間
社
会
を
重
視
す
る
の
は
、
西
周
に
始
ま
っ

た
時
代
風
潮
で
あ
る
。
周
人
の
股
人
に
対
す
る
勝
利
は
、
神
に
対
す

る
「
人
」
の
勝
利
を
示
し
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
場
合
の
「
人
」
と

い
う
の
は
個
別
の
自
然
人
で
は
な
く
、
《
家
父
長
制
的
な
》
宗
族
と
い

う
家
族
団
体
の
一
員
と
し
て
の
人
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
《
宗
族

を
秩
序
づ
け
る
規
範
た
る
》
宗
法
上
の
等
級
制
度
と
し
て
の
「
礼
」

が
国
家
の
政
治
・
法
律
生
活
の
玉
座
に
登
り
、
さ
ら
に
、
空
前
の
社

会
的
価
値
を
得
た
。
す
な
わ
ち
、
「
礼
」
は
君
子
と
小
人
と
を
区
分
す

る
尺
度
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
君
子
層
内
部
で
の
権
利
の
再
分
配

を
実
行
す
る
際
の
尺
度
で
も
あ
っ
た
。
当
時
の
政
治
体
制
は
、
嫡
出

長
子
相
続
制
、
土
地
分
封
制
、
世
襲
身
分
制
を
そ
の
内
容
と
し
、
ま

た
血
縁
の
如
何
と
貴
賎
の
一
体
化
及
び
政
治
上
の
等
級
と
宗
法
上
血

縁
上
の
等
級
の
合
致
を
そ
の
特
徴
と
す
る
宗
法
的
貴
族
政
体
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
一
切
の
客
観
的
存
在
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
領
域
に
お
け

る
表
現
が
「
礼
治
」
、
す
な
わ
ち
、
宗
法
的
等
級
精
神
に
基
づ
い
て
社

会
生
活
の
各
方
面
を
形
成
し
、
支
配
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

礼
の
精
神
と
は
、
「
親
親
（
縁
者
に
親
し
み
）
」
、
「
尊
書
（
尊
者
を
尊

ぶ
）
」
で
あ
る
。
「
縁
者
に
親
し
む
は
父
に
親
し
む
を
第
一
と
す
み
」
。

故
に
孝
道
が
推
奨
さ
れ
る
。
「
尊
者
を
尊
ぶ
は
君
主
を
尊
ぶ
を
第
一
と

す
る
」
。
故
に
も
っ
ぱ
ら
忠
君
が
尊
ば
れ
る
。
血
縁
と
貴
賎
が
一
体
化

し
た
政
治
体
制
の
下
で
は
、
家
族
は
社
会
の
縮
図
で
あ
り
、
国
家
は

家
族
の
拡
大
図
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宗
法
的
家
族
規
範
と
国
家

的
法
規
範
と
の
問
に
は
全
く
隔
た
り
が
な
く
、
家
族
秩
序
を
害
す
る

行
為
は
、
い
か
な
る
行
為
で
あ
れ
す
べ
て
国
憲
に
違
反
す
る
性
質
を

も
備
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
不
孝
不
友
（
親
に
孝
行
せ
ず
、
兄
弟
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

敬
愛
し
な
い
）
」
は
「
刑
菰
障
壁
（
こ
れ
を
罰
し
て
赦
さ
ず
）
」
の
大

罪
と
な
り
、
「
直
撃
則
幼
賎
有
罪
（
曲
直
の
程
度
が
同
等
な
ら
目
下
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

身
分
の
側
を
有
罪
と
す
る
）
」
が
神
聖
な
裁
判
原
則
と
な
っ
た
。
法
実

践
に
お
い
て
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
縁
者
・
尊
者
の
特
権
と
、
尊
卑
や

長
幼
や
親
疎
や
男
女
に
よ
る
不
平
等
精
神
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
お
り
、

ま
た
そ
れ
ら
は
人
々
の
意
識
の
中
に
も
深
々
と
浸
透
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

日
　
「
国
」
本
位
（
戦
国
、
秦
）

　
戦
国
～
秦
代
は
わ
が
国
の
集
権
専
制
政
体
が
発
展
し
確
立
し
た
時
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代
で
あ
る
。
生
産
力
の
向
上
と
土
地
私
有
制
の
発
展
に
つ
れ
て
、
つ

い
に
は
未
曾
有
の
大
社
会
変
革
が
醸
成
さ
れ
た
。
一
家
一
戸
に
よ
る

土
地
私
有
制
が
貴
族
的
土
地
所
有
制
に
取
っ
て
代
わ
り
、
官
僚
制
が

世
襲
身
分
制
に
取
っ
て
代
わ
り
、
貧
富
に
よ
る
等
級
が
宗
族
的
な
血

縁
紐
帯
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。
「
刑
元
等
級
（
刑
罰
を
科
す
る
に
等
級

な
し
）
」
の
法
が
「
刑
不
上
大
夫
（
刑
罰
は
大
夫
に
及
ば
ず
）
」
の
礼

に
取
っ
て
代
わ
り
、
「
天
下
事
元
小
大
島
親
子
上
（
天
下
の
事
は
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
上
1
1
皇
帝
が
決
め
る
）
」
と
い
う
集
権
政
体
が
温
情
脈
脈
た
る
宗

族
的
貴
族
政
体
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。
後
天
的
に
獲
得
さ
れ
た
地
位

が
先
天
的
な
血
縁
身
分
に
取
っ
て
代
わ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
住
民
を

区
分
す
る
こ
と
が
血
縁
に
よ
っ
て
階
級
を
確
定
す
る
こ
と
に
取
っ
て

代
わ
っ
た
。
か
く
し
て
、
中
原
の
大
地
に
出
現
し
た
の
が
、
血
縁
と

い
う
姪
桔
を
脱
し
た
一
つ
の
国
家
で
あ
っ
た
。

　
「
国
」
本
位
は
、
新
興
地
主
階
級
の
法
律
の
基
本
精
神
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
国
家
利
益
を
最
高
原
則
と
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
貴
族
政
体
及
び
そ
の

社
会
的
基
礎
、
す
な
わ
ち
宗
法
家
族
的
社
会
構
成
を
突
き
破
ら
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
商
鞍
の
変
法
の
令
に
は
「
王
族
で
も
軍
功
が
な
け

れ
ば
一
門
の
籍
を
認
め
な
い
」
、
「
一
家
に
二
人
以
上
の
男
児
が
い
る

の
に
分
家
し
な
け
れ
ば
、
課
税
を
倍
に
す
る
」
、
「
悪
事
を
訴
え
出
た

者
に
賞
を
与
え
る
」
、
「
民
は
互
い
に
犯
罪
を
か
く
ま
っ
て
は
な
ら
な

　
　
　
　

い
」
と
あ
る
。
そ
の
実
質
は
ま
さ
し
ぐ
旧
貴
族
に
打
撃
を
与
え
る
こ

と
に
あ
り
、
家
族
と
い
う
勢
力
を
分
化
さ
せ
、
抑
圧
し
て
、
こ
れ
を

国
家
に
危
険
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
な
も
の
と
し
、
家
族
と
い
う
存
在

を
国
家
が
容
認
で
き
る
よ
う
な
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ

の
次
に
必
要
な
こ
と
は
、
個
人
の
利
益
を
適
度
に
承
認
し
、
個
人
の

利
益
と
国
家
の
利
益
を
結
び
付
け
、
人
が
み
な
も
っ
て
い
る
「
利
を

好
み
害
を
嫌
う
」
本
性
と
賞
罰
と
い
う
二
つ
の
方
法
を
用
い
て
、
人

民
を
国
家
に
有
利
な
こ
と
を
行
な
う
よ
う
駆
り
立
て
る
と
同
時
に
、

個
個
人
も
ま
た
官
爵
や
良
田
鶴
宅
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
よ
う
し
む

け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
個
人
は
家
族
の
輪
の
中

か
ら
国
家
の
側
へ
と
引
き
込
ま
れ
、
そ
の
結
果
、
国
家
と
個
人
の
間

に
、
あ
る
程
度
直
接
的
な
権
利
義
務
関
係
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
皇
帝
は
国
家
の
代
名
詞
な
の
だ
か
ら
、
「
国
」
本
位
の
帰
結
す
る
と

こ
ろ
は
中
央
集
権
の
君
主
専
制
政
体
で
し
か
あ
り
え
な
い
。
そ
し
て
、

皇
帝
の
権
威
は
常
に
国
法
の
形
式
を
と
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
『
商
下

書
・
賞
刑
』
に
は
、
「
い
わ
ゆ
る
壼
刑
と
は
刑
罰
を
科
す
る
に
等
級
を

え
ら
ば
ず
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
卿
相
将
軍
か
ら
大
夫

庶
民
に
い
た
る
ま
で
、
王
命
に
従
わ
ず
、
国
禁
を
犯
し
、
国
家
の
制

度
を
破
壊
す
る
者
は
、
赦
す
こ
と
な
く
死
刑
に
処
す
。
か
つ
て
功
績
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が
あ
る
者
で
も
、
後
に
敗
戦
の
落
度
が
あ
れ
ば
、
減
刑
は
し
な
い
。

か
つ
て
善
事
を
な
し
た
者
で
も
、
後
に
悪
事
を
な
せ
ば
法
を
ま
げ
て

大
目
に
み
る
こ
と
は
し
な
い
。
忠
臣
孝
子
で
あ
っ
て
も
、
過
ち
が
あ

れ
ば
必
ず
そ
の
程
度
に
応
じ
て
処
断
す
る
。
司
法
に
た
ず
さ
わ
る
官

吏
が
王
法
を
破
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
死
刑
に
し
て
赦
さ
ず
、
そ
の
刑

は
三
族
《
父
母
・
夫
妻
・
兄
弟
》
に
及
ぶ
。
」
と
あ
る
。
法
を
犯
し
た

臣
民
に
対
し
て
は
、
手
加
減
す
る
こ
と
な
く
厳
し
い
懲
罰
を
与
え
る
。

ま
さ
し
く
こ
れ
が
「
国
」
本
位
の
司
法
上
の
突
出
表
現
で
あ
る
。
皇

帝
権
力
の
前
で
は
人
々
は
平
等
な
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
人
々
の
存
在

は
す
べ
て
ゼ
ロ
に
等
し
い
の
で
あ
る
。

四
　
「
国
・
家
」
本
位
（
漢
か
ら
清
末
ま
で
）

　
中
国
封
建
社
会
の
基
本
的
特
徴
は
、
自
然
経
済
的
土
壌
の
下
で
、

集
権
専
制
政
体
と
宗
法
的
家
族
組
織
が
密
接
に
結
合
し
て
い
た
点
に

あ
る
。
こ
れ
は
自
然
経
済
の
温
床
下
で
不
断
に
成
長
し
た
大
小
無
数

の
宗
法
的
家
族
が
一
種
の
超
社
会
的
権
威
に
よ
る
庇
護
を
求
め
た
か

ら
で
あ
り
、
ま
た
、
他
方
、
大
統
一
封
建
王
朝
の
側
も
、
そ
の
支
配

の
力
量
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
宗
法
的
家
族
に
対
し
て
忠
誠
と

擁
護
を
求
め
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
礼
法
合
一
・
儒
法
合
流
の
真

の
背
景
で
あ
る
。
こ
の
複
雑
で
長
々
し
い
過
程
は
簡
潔
に
以
下
の
よ

う
に
表
現
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
集
権
専
制
政
体
を
擁
護
す
る
法
家

の
「
法
治
」
は
、
宗
法
的
家
族
制
度
を
擁
護
す
る
儒
家
の
「
礼
治
」

と
相
互
に
妥
協
し
互
い
に
補
充
し
あ
い
、
融
合
し
て
一
体
と
な
っ
た

と
。
こ
う
し
て
、
法
家
の
法
律
の
儒
家
化
及
び
儒
家
思
想
の
法
典
化

と
い
う
事
態
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
封
建
時
代
の
法
律
は
国
家
（
す
な
わ
ち
専
制
的
皇
帝
権
力
）
及
び

家
族
を
基
礎
と
し
、
集
権
専
制
政
体
を
擁
護
す
る
と
同
時
に
、
宗
法

的
等
級
制
度
を
も
擁
護
し
て
い
る
。
「
十
悪
」
（
謀
反
、
謀
大
逆
、
謀

叛
、
悪
逆
、
不
道
、
大
不
敬
、
不
孝
、
不
忠
、
不
義
、
内
乱
）
を
見

て
み
る
と
、
そ
れ
ら
の
う
ち
四
か
条
半
は
専
制
的
皇
帝
権
力
を
擁
護

す
る
も
の
で
あ
り
、
五
か
条
半
は
宗
法
的
等
級
秩
序
を
擁
護
す
る
も

の
で
あ
る
。
「
国
・
家
」
本
位
の
体
制
は
封
建
行
政
法
、
官
吏
心
得
、

及
び
家
法
の
発
達
を
も
た
ら
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
法
律
や
準
法
律
が

中
国
的
特
色
を
備
え
た
「
官
法
《
お
上
の
お
き
て
》
」
及
び
「
民
法
《
民

の
お
き
て
》
」
な
の
で
あ
る
。
王
朝
の
安
寧
を
守
る
た
め
に
、
統
治
者

は
権
力
の
一
部
、
す
な
わ
ち
半
立
法
権
と
半
司
法
権
を
家
族
の
長
に

与
え
、
彼
ら
を
し
て
王
朝
に
協
力
さ
せ
、
共
同
で
臣
民
の
管
理
に
あ

た
ら
せ
ね
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
も
ち
ろ
ん
国
家
の
利
益

と
家
族
の
利
益
の
間
に
全
く
矛
盾
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例

え
ば
、
「
親
属
愚
母
《
親
属
の
犯
罪
を
か
ば
う
こ
と
》
」
や
敵
討
ち
の

提
唱
は
必
然
的
に
国
法
を
軽
視
す
る
副
作
用
を
も
た
ら
す
が
、
か
と
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い
っ
て
「
親
属
相
隠
」
や
肉
親
の
敵
討
ち
を
禁
止
す
れ
ば
、
今
度
は

《
家
族
的
》
倫
理
精
神
を
妨
げ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

封
建
的
統
治
者
は
細
心
の
工
夫
の
結
果
、
「
小
罪
は
隠
す
べ
し
。
告
発

す
れ
ば
罪
に
問
う
」
、
「
大
罪
は
隠
す
べ
か
ら
ず
。
隠
せ
ば
族
滅
す
る
」

と
し
、
ま
た
、
敵
討
ち
に
つ
い
て
は
禁
止
も
提
唱
も
し
な
い
と
す
る
．

な
ど
、
《
事
柄
の
性
質
や
程
度
に
応
じ
て
》
異
な
る
対
処
を
す
る
と
い

う
方
法
を
用
い
て
、
国
法
と
宗
法
を
調
和
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

㈲
　
「
国
・
社
」
本
位
（
国
民
党
政
府
統
治
期
）

　
ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
民
主
・
人
権
思
想
の
東
漸
に
し
た
が
い
、
西
洋

の
個
人
本
位
の
法
律
観
が
中
国
に
も
伝
わ
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
個

人
本
位
思
想
は
中
国
で
は
非
常
に
弱
体
で
あ
っ
た
。
そ
の
原
因
は
以

下
の
四
点
で
あ
る
。

1
　
西
洋
の
政
治
・
法
思
想
は
ほ
と
ん
ど
が
日
本
を
経
由
し
て
中
国

に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
民
族
的
、
文
化
的
、
政
治
的
背
景

の
違
い
か
ら
、
日
本
は
個
人
本
位
思
想
を
必
要
と
は
し
な
か
っ
た
し
、

ま
た
、
個
人
本
位
思
想
に
適
し
て
も
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
中

国
に
対
す
る
個
人
本
位
思
想
の
二
次
輸
出
に
影
響
を
与
え
た
。

2
　
中
国
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
関
心
は
主
と
し
て
民
主
政
体
の
方

面
に
向
け
ら
れ
、
人
権
や
個
人
本
位
思
想
に
つ
い
て
は
必
要
な
認
識

に
欠
け
、
集
中
的
に
研
究
し
た
り
、
宣
伝
活
動
を
行
っ
た
り
す
る
こ

と
も
な
か
っ
た
。

3
　
個
人
本
位
思
想
と
中
国
の
伝
統
文
化
は
あ
ま
り
に
も
掛
け
離
れ

て
お
り
、
融
合
さ
せ
が
た
か
っ
た
。
中
国
に
は
従
来
こ
の
種
の
意
識

が
な
く
、
そ
れ
が
な
く
と
も
何
の
不
便
も
感
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

4
　
二
〇
世
紀
初
め
に
、
個
人
本
位
思
想
は
西
洋
世
界
で
修
正
を
受

け
始
め
て
い
た
が
、
そ
の
原
則
は
、
〈
個
人
の
権
益
は
社
会
の
利
益
に

適
合
す
べ
き
で
あ
る
、
あ
る
い
は
社
会
の
利
益
を
害
し
て
は
な
ら
な

い
〉
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
は
燃
え
る
釜
の
底
か
ら
薪
を

抜
き
去
る
よ
う
な
も
の
で
、
個
人
本
位
思
想
が
広
が
る
勢
い
は
抑
え

込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
当
時
の
中
国
の
法
学
者
は

大
い
に
喜
び
か
つ
安
堵
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
巧
ま
ず
し
て
う

ま
く
い
く
と
は
こ
と
わ
ざ
も
よ
く
言
っ
た
も
の
だ
。
ち
ょ
う
ど
う
ま

い
こ
と
に
、
西
洋
の
最
新
の
法
思
想
と
立
法
の
趨
勢
は
中
国
固
有
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

民
族
心
理
に
ぴ
っ
た
り
符
合
す
る
。
天
衣
無
縫
と
は
こ
の
こ
と
だ
。
」

　
国
民
党
政
府
の
統
治
期
、
中
国
法
文
化
は
新
し
い
歴
史
的
段
階
へ

と
発
展
し
た
。
そ
の
基
本
的
精
神
は
「
国
・
社
」
本
位
で
あ
る
。
「
国
・

社
」
本
位
、
す
な
わ
ち
「
国
家
」
・
「
社
会
」
本
位
と
は
国
家
及
び
社

会
の
利
益
を
最
高
原
則
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
、
国
家
・

社
会
が
個
人
よ
り
も
高
い
位
置
を
占
め
る
統
一
体
と
さ
れ
る
。
「
国
・

社
」
本
位
は
「
国
・
家
」
本
位
の
否
定
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
国
・
家
」
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本
位
は
集
権
的
君
主
専
制
制
度
を
擁
護
し
、
人
民
の
一
切
の
政
治
権

力
を
剥
奪
し
、
家
長
や
一
族
の
長
の
特
権
を
守
り
、
個
人
の
独
立
し

た
人
格
を
踏
み
に
じ
り
、
自
然
経
済
を
擁
護
し
、
商
工
業
経
済
の
発

展
を
阻
害
す
る
も
の
だ
と
の
認
識
に
立
つ
。
一
方
、
「
国
・
社
」
本
位

は
個
人
本
位
に
対
す
る
否
定
で
も
あ
る
。
そ
の
立
場
か
ら
は
、
個
人

本
位
は
た
だ
個
人
の
自
由
や
権
利
を
守
り
、
人
格
の
尊
厳
を
推
奨
し
、

絶
対
的
な
財
産
私
有
権
と
契
約
の
自
由
を
主
張
す
る
ば
か
り
で
、
社

会
全
体
の
利
益
を
等
閑
視
す
る
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
個
人
本
位
は
自

由
競
争
、
貧
富
の
隔
絶
、
弱
肉
強
食
及
び
社
会
動
乱
を
も
た
ら
し
、

結
局
は
個
人
の
自
由
や
権
利
も
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。

　
「
国
・
社
」
本
位
は
ま
た
二
つ
の
主
要
な
観
念
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
一
は
国
家
至
上
の
公
法
観
で
、
〈
個
人
に
権
利
や
自
由
は

な
い
。
国
家
の
み
が
権
利
を
有
し
、
自
由
を
有
す
る
〉
と
い
う
の
が

そ
の
決
ま
り
文
句
で
あ
る
。
人
民
は
「
自
由
・
平
等
を
享
受
す
る
た

め
に
は
、
不
自
由
・
不
平
等
の
訓
練
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
糾
、

そ
の
具
体
的
な
表
現
が
人
民
の
各
種
の
政
治
的
権
利
の
制
限
や
剥
奪

で
あ
り
、
国
民
党
一
党
独
裁
の
擁
護
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
第
二

は
社
会
至
上
の
私
法
観
で
、
そ
の
決
ま
り
文
句
は
「
全
国
社
会
の
公

共
利
益
を
本
位
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
公
共
の
幸
福
を
は
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
を
前
提
と
す
る
」
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
表
現
が
法
律
手
段
を

用
い
て
の
私
人
の
財
産
使
用
権
・
収
益
権
・
処
分
権
に
対
す
る
関
与

と
制
限
で
あ
り
、
そ
の
本
質
は
大
資
本
家
階
級
の
利
益
の
擁
護
に

あ
っ
た
。

　
「
国
・
社
」
本
位
は
、
例
え
ば
、
文
言
の
上
で
は
公
民
の
一
連
の
政

治
的
権
利
を
承
認
し
、
資
本
主
義
的
な
経
済
制
度
を
確
立
す
る
な
ど
、

あ
る
種
の
合
理
的
要
素
を
含
ん
で
は
い
た
が
、
個
人
を
否
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
同
時
に
民
主
制
度
を
も
否
定
し
て
し
ま
っ
た
。
国
家

至
上
の
旗
印
の
も
と
に
封
建
的
専
制
独
裁
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
治
が
姿

を
変
え
て
復
活
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
至
上
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
に
一
般
の
資
本
家
階
級
や
広
範
な
労
働
人
民
の
利
益
が
ご
っ

そ
り
騙
し
取
ら
れ
る
一
方
、
四
大
家
族
に
代
表
さ
れ
る
大
官
僚
資
本

の
利
益
は
い
た
れ
り
つ
く
せ
り
の
保
護
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

㈹
　
「
国
・
民
」
本
位
（
社
会
主
義
中
国
）

　
「
国
・
民
」
本
位
と
は
、
国
家
及
び
公
民
を
本
位
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
基
本
精
神
は
国
家
及
び
公
民
の
利
益
を
最
高
原
則
と
す
る

こ
と
で
あ
る
。
新
中
国
の
法
文
化
は
「
国
・
民
」
本
位
を
基
本
精
神

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
い
う
「
国
家
」
は
、
階
級
が
対

立
す
る
社
会
に
お
け
る
階
級
支
配
の
道
具
と
し
て
の
国
家
で
は
な
く
、

搾
取
階
級
を
消
滅
さ
せ
た
社
会
主
義
社
会
の
公
共
権
力
機
構
、
す
な

60　（1　・252）　252



武樹臣著「歴史が予言する未来」

わ
ち
、
人
民
が
社
会
生
活
を
管
理
す
る
際
の
権
威
機
構
の
こ
と
で
あ

る
。
「
国
・
民
」
本
位
の
法
律
観
に
よ
れ
ば
、
国
家
は
公
民
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
お
り
、
公
民
は
国
家
の
基
礎
で
あ
り
、
公
民
の
発
展
は

国
家
の
発
展
の
前
提
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
個
人
は
集
団
の
中

に
存
在
し
て
お
り
、
公
民
は
国
家
の
中
で
生
活
し
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
国
家
の
発
展
は
ま
た
、
個
人
の
発
展
の
必
要
条
件
で
も
あ
る
。

個
々
の
公
民
は
国
家
の
生
命
力
の
源
で
あ
り
、
国
家
の
利
益
は
公
民

の
根
本
利
益
の
集
中
的
表
現
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
家
の
利

益
と
公
民
の
利
益
は
一
体
の
も
の
で
あ
っ
て
、
国
家
の
利
益
は
公
民

個
人
の
利
益
を
弾
圧
し
た
り
抑
圧
し
た
り
す
る
方
法
に
よ
っ
て
擁
護

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
個
人
の
権
益
も
ま
た
、
他
人
の
利
益
や

国
家
の
利
益
を
損
う
手
段
に
よ
っ
て
取
得
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
「
国
・
民
」
本
位
と
か
つ
て
の
幾
つ
か
の
～
～
本
位
の
間
に
は
質
的

相
違
が
あ
る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
次
の
よ
う
な
点
に
表
わ
れ
て
い
る
。

1
　
前
者
は
搾
取
の
な
い
無
階
級
社
会
の
法
原
理
で
あ
る
が
、
後
者

は
搾
取
の
あ
る
階
級
対
立
社
会
の
法
精
神
で
あ
る
。

2
　
前
者
は
双
向
《
上
下
両
面
通
行
》
本
位
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
個

と
全
体
が
統
一
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
単
向
《
上
意
下

達
》
本
位
で
あ
り
、
個
を
否
定
し
、
特
定
の
意
味
を
帯
び
た
全
体
を

擁
護
す
る
こ
と
を
そ
の
共
通
の
特
徴
と
し
て
い
る
。

3
　
前
者
の
目
的
は
社
会
全
体
の
利
益
を
擁
護
し
、
人
類
の
進
歩
を

促
進
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
後
者
の
目
的
は
支
配
階
級
の
特
殊
利
益

を
擁
護
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
「
国
・
民
」
本
位
の
も
と
で
、
我
々
の
法
律
は
公
民
の
一
連
の
政
治

的
権
利
を
適
切
に
保
障
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
主
義
的
民
主
政
体

を
完
全
な
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
公
民
の
一
連
の

経
済
的
権
利
を
擁
護
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
主
義
的
商
品
経
済
の

発
展
を
促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
基
礎
の
上
に
、
法

律
を
用
い
て
各
種
の
社
会
矛
盾
を
調
節
す
る
こ
と
が
、
わ
が
国
の
各

分
野
の
事
業
を
順
調
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

へ＝＝

中
国
法
文
化
の
マ
ク
ロ
的
様
式
の
変
遷
／
単
一
法
か
ら
混
合
法

　
中
国
法
文
化
の
マ
ク
ロ
的
様
式
は
以
下
の
い
く
つ
か
の
発
展
段
階

を
経
過
し
た
。

e
　
「
任
意
法
」
（
股
商
）

　
段
商
期
の
法
実
践
の
様
式
は
慣
習
法
で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
特
色

は
極
め
て
強
い
任
意
性
あ
る
い
は
偶
然
性
を
帯
び
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
を
「
任
意
法
」
と
呼
ん
で
も
よ
い
。
こ
の
場

合
の
「
意
」
と
は
、
「
神
意
」
と
「
人
意
」
の
巧
み
な
結
合
で
あ
る
。
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資料

祈
濤
と
占
い
を
通
じ
て
、
統
治
者
の
「
人
意
」
と
「
神
意
」
は
共
同

で
立
法
及
び
司
法
活
動
を
成
し
遂
げ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
人
意
」
と
「
神
意
」
と
は
常
に
調
和
し
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。
統

治
者
の
政
治
や
法
律
の
実
践
経
験
の
蓄
積
が
一
定
程
度
に
達
す
る
ど
、

「
人
意
」
は
「
神
意
」
の
も
と
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ

が
法
実
践
活
動
み
ず
か
ら
の
法
則
に
よ
っ
て
事
を
処
理
す
る
偉
大
な

始
ま
り
で
あ
る
。

口
　
「
判
例
法
」
（
西
周
、
春
秋
）

　
西
周
・
春
秋
期
の
「
判
例
法
」
は
当
時
の
宗
法
的
貴
族
政
体
の
必

然
的
産
物
で
あ
る
。
裁
判
官
は
他
の
官
吏
と
同
様
に
世
襲
で
あ
っ
た
。

敬
祖
孝
宗
（
祖
先
を
敬
い
、
宗
族
に
孝
行
す
る
）
、
帥
型
先
考
（
亡
父

を
手
本
に
す
る
）
と
い
っ
た
観
念
は
、
必
然
的
に
先
人
の
故
事
に
従

う
と
い
う
伝
統
を
導
き
出
し
た
。
当
時
の
裁
判
の
方
式
は
「
議
事
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

制
、
不
為
刑
辟
」
、
「
悪
事
制
刑
、
不
豫
設
法
」
と
い
う
よ
う
に
概
括

さ
れ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
事
」
と
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
判
例
と
な
る
先

例
の
こ
と
で
あ
り
、
引
用
箇
所
の
意
味
は
、
過
去
の
判
例
と
な
る
出

来
事
の
中
か
ら
《
当
該
事
案
の
解
決
に
相
応
し
い
も
の
を
》
選
択
し
、

そ
れ
に
依
拠
し
て
判
決
す
る
の
で
あ
っ
て
、
何
が
違
法
犯
罪
で
あ
り
、

ま
た
、
そ
れ
は
如
何
な
る
処
罰
を
受
け
る
か
と
い
う
内
容
を
盛
っ
た

成
文
法
典
を
あ
ら
か
じ
め
制
定
す
る
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
事
者
は
自
己
の
行
為
が
違
法
犯
罪
で
あ
る
の

か
ど
う
か
、
ま
た
、
如
何
な
る
処
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
か
に

つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
知
る
術
が
な
い
。
つ
ま
り
、
「
刑
は
知
る
べ
か

ら
ず
。
威
は
測
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
意
味
合
い
が
非
常
に
強
か
っ

た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
判
例
は
司
法
の
結
果
で
あ
る
と
同
時
に

立
法
の
産
物
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
裁
判
官
は
非
常
に
重
要
な

鍵
を
握
る
地
位
に
置
か
れ
た
。
そ
し
て
、
優
秀
な
裁
判
官
の
基
準
は

「
直
．
（
公
正
さ
）
」
と
「
博
（
広
く
物
事
に
通
じ
て
い
る
こ
と
）
」
で

あ
っ
た
。
「
直
で
あ
れ
ば
、
物
事
を
偏
ら
ず
に
見
分
け
る
こ
と
が
で

き
、
博
で
あ
れ
ば
、
上
か
ら
下
ま
で
広
く
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ニ
　
」
「
上
か
ら
下
ま
で
比
較
す
る
」
と
は
、
過
去
の
判
例
を
全
面
的
に
参

酌
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
礼
記
・
王
制
』
に
い
う

と
こ
ろ
の
「
必
ず
小
刻
の
比
を
察
し
、
も
っ
て
こ
れ
を
成
す
（
過
去

の
故
事
の
な
か
に
み
ら
れ
る
軽
重
の
事
例
を
参
考
に
し
て
、
こ
と
を

行
う
）
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
次
に
、
「
判
例
法
」
が
成
立
す

る
た
め
の
条
件
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
点
が
あ
る
。

1
　
あ
る
種
の
普
遍
的
に
公
認
さ
れ
た
法
意
識
が
社
会
的
に
存
在
し

て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
当
時
に
お
い
て
は
「
礼
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ

た
。2

　
思
考
に
長
じ
、
か
つ
司
法
の
中
で
立
法
を
行
う
こ
と
に
長
じ
た
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一
群
の
裁
判
官
が
存
在
す
る
こ
と
。

3
　
裁
判
官
が
独
立
し
て
立
法
・
司
法
活
動
を
行
う
こ
と
を
許
容
す

る
よ
う
な
政
体
、
す
な
わ
ち
貴
族
政
体
の
存
在
。

㈱
　
「
成
文
法
」
（
戦
国
・
秦
）

　
「
成
文
法
」
は
当
時
の
集
権
政
体
の
産
物
で
あ
る
。
国
家
に
よ
る
法

実
践
活
動
に
対
す
る
統
一
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

貴
族
政
体
及
び
そ
の
副
産
物
た
る
「
判
例
法
」
に
終
止
符
を
打
た
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
唯
一
の
方
法
は
国
家
が
裁
判
官
を
選
定
し
て
派

遣
し
、
か
つ
詳
細
に
規
定
さ
れ
た
法
律
を
準
備
し
、
裁
判
官
に
加
減

法
（
足
し
引
き
）
を
行
う
と
同
様
の
便
利
さ
と
正
確
さ
を
も
っ
て
法

を
執
行
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
秦
代
に
は
「
す
べ
て
に
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
二
）

式
が
あ
り
」
、
「
す
べ
て
の
こ
と
が
み
な
法
で
決
ま
る
」
と
さ
れ
た
原

因
で
あ
る
。
国
家
は
裁
判
官
が
法
律
の
条
文
を
捨
て
て
過
去
の
判
例

を
参
酌
す
る
の
を
禁
止
し
、
さ
ら
に
裁
判
官
が
個
人
と
し
て
の
自
発

的
能
動
性
を
発
揮
す
る
こ
と
も
許
可
し
な
か
っ
た
。
秦
代
の
優
秀
な

裁
判
官
の
基
準
は
「
公
」
と
「
明
」
、
す
な
わ
ち
「
公
正
な
心
」
と
「
法

　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
　

令
へ
の
通
暁
」
の
具
備
で
あ
っ
た
。
も
し
、
法
に
明
文
規
定
が
な
い

よ
う
な
情
況
に
遭
遇
し
た
場
合
に
は
、
順
次
級
を
お
っ
て
上
申
し
、

皇
帝
の
裁
決
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
り
に
、
「
判
例
法
」
時
代
が

思
考
と
立
法
に
長
じ
た
一
群
の
裁
判
官
を
造
り
出
し
光
の
だ
と
す
れ

ば
、
「
成
文
法
」
時
代
は
博
覧
強
記
で
手
だ
れ
の
法
律
執
行
職
人
を
養

成
し
た
の
で
あ
る
。

㈲
　
「
混
合
法
」
（
西
岳
か
ら
近
現
代
ま
で
）

　
西
漢
以
後
、
歴
代
王
朝
は
み
な
刑
法
を
中
心
に
し
つ
つ
、
民
事
法
、

行
政
法
な
ど
の
実
体
法
及
び
手
続
法
の
諸
法
を
合
せ
た
綜
合
法
典
を

制
定
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
。
し
か
し
、
成
文
法
典
が
す
べ
て
を
漏

れ
な
く
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
し
、
か
と
い
っ
て
朝
令

暮
改
と
い
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
社
会
生
活
の
リ

ズ
ム
は
日
に
日
に
早
ま
る
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
法
典
と
現
実
生
活
と

の
間
に
は
常
に
ズ
レ
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
封
建
王

朝
は
随
時
大
量
の
法
令
を
発
布
す
る
以
外
に
、
判
例
の
創
造
と
適
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訳
注
2
）

も
行
っ
た
。
実
際
、
西
漢
の
「
春
秋
決
獄
」
の
制
は
、
儒
家
思
想
に

よ
る
司
法
支
配
の
始
ま
り
と
い
う
よ
り
は
、
い
に
し
え
の
「
判
例
法
」

に
対
す
る
回
顧
と
み
た
ほ
う
が
よ
い
。
そ
の
後
の
歴
代
王
朝
に
み
ら

　
　
　
　
（
訳
注
3
）

れ
る
決
事
比
、
故
事
、
法
例
、
断
例
、
例
等
は
す
べ
て
、
呼
び
名
は

変
わ
っ
て
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
長
き
に
わ
た
っ
て
衰
え
な
い
「
判

例
法
」
の
独
特
の
地
位
を
示
し
て
い
る
。
判
例
は
法
律
に
明
文
規
定

が
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
法
律
の
規
定
が
明
ら
か
に
時
代
に
そ
ぐ

わ
な
か
っ
た
り
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
創
造
さ
れ
、
適
用
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
常
に
皇
帝
の
批
准
を
経
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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そ
の
た
め
、
判
例
は
一
般
に
成
文
法
よ
り
い
っ
そ
う
有
効
な
作
用
を

果
し
た
。
封
建
王
朝
は
立
法
や
法
典
の
改
定
を
行
う
た
め
の
条
件
が

な
い
情
況
の
も
と
で
も
、
自
覚
的
に
「
判
例
法
」
を
運
用
し
て
「
成

文
法
」
の
不
足
を
補
っ
た
。
「
有
例
則
置
其
事
（
先
例
が
あ
れ
ば
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
を
法
律
条
文
よ
り
優
先
す
る
）
」
と
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、

封
建
時
代
の
裁
判
活
動
全
般
を
通
じ
て
、
ず
っ
と
こ
の
よ
う
な
原
則

が
貫
か
れ
て
い
た
。
「
法
に
規
定
が
あ
れ
ば
、
法
に
任
せ
る
。
法
に
規

定
が
な
け
れ
ば
、
人
［
裁
判
官
］
に
任
せ
る
。
」
と
か
、
「
法
に
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　

が
な
け
れ
ば
、
判
例
を
用
い
る
。
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て

「
法
が
あ
れ
ば
法
に
よ
っ
て
行
い
、
法
が
な
け
れ
ば
類
（
判
例
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ハ
　

法
意
識
）
を
も
っ
て
行
う
」
と
い
う
荷
子
の
名
言
が
実
践
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　
「
混
合
法
」
と
は
「
成
文
法
」
と
「
判
例
法
」
の
統
一
で
あ
る
。
成

文
法
典
が
社
会
の
実
情
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
と
き
に
は
、
往
々
に
し

て
「
成
文
法
」
を
も
て
は
や
し
て
、
判
例
の
創
造
や
適
用
を
排
斥
す

る
。
他
方
、
成
文
法
典
が
ま
だ
制
定
さ
れ
て
い
な
い
か
、
現
行
の
法

典
が
明
ら
か
に
社
会
生
活
に
適
合
し
な
い
と
き
に
は
、
判
例
を
創
造

し
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
国
の
司
法
活
動
を
指
導
す
る
。
そ
し

て
、
判
例
が
一
定
程
度
ま
で
蓄
積
さ
れ
る
と
、
そ
れ
は
国
家
に
よ
っ

て
手
を
加
え
ら
れ
、
法
令
へ
と
昇
華
す
る
。
支
配
階
級
の
法
意
識
を

核
に
し
な
が
ら
、
「
成
文
法
」
と
「
判
例
法
」
は
絶
え
間
な
く
繰
り
返

し
循
環
運
動
を
続
け
る
の
で
あ
る
。

　
ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
特
に
辛
亥
革
命
以
後
、
中
国
は
長
々
と
続
い
た

封
建
時
代
を
終
え
、
新
た
な
歴
史
段
階
に
入
っ
た
。
し
か
し
、
「
混
合

法
」
は
逆
に
そ
の
後
も
ず
っ
と
長
ら
え
て
き
た
。
例
え
ば
、
北
洋
政

府
の
統
治
期
に
は
大
量
の
単
行
法
規
が
制
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
と
同

時
に
大
理
院
の
判
例
と
解
釈
例
の
編
纂
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
は
同
様
の
法
律
的
効
力
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。
不
完
全
な
統

計
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
二
七
年
ま
で
に
大
理
院
が
集

成
し
た
判
例
は
三
九
〇
〇
件
余
り
、
解
釈
例
は
二
〇
〇
〇
件
余
り
あ

る
。
判
例
の
司
法
に
お
け
る
意
義
を
知
る
に
十
分
で
あ
ろ
う
。

　
国
民
党
の
統
治
期
に
は
、
同
様
に
大
量
の
成
文
法
典
や
法
規
を
制

定
す
る
と
同
時
に
、
最
高
法
院
の
判
例
要
旨
及
び
司
法
院
の
解
釈

例
・
判
例
集
成
を
編
纂
し
、
こ
れ
を
裁
判
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
。

国
民
党
司
法
院
院
長
の
居
正
（
一
八
七
六
～
一
九
五
一
）
は
、
か
つ

て
「
中
国
は
も
と
も
と
英
米
の
法
制
度
に
酷
似
し
た
判
例
法
国
家
で

あ
る
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
二
九
年
の
民
法
公
布
の
前

に
は
、
「
人
民
の
法
律
生
活
を
支
配
す
る
に
際
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　

べ
て
判
例
が
頼
り
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
新
中
国
の
成
立
以
後
、
法
律
分
野
の
中
心
的
仕
事
が
何
で
あ
る
か
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に
あ
わ
せ
て
、
国
家
は
相
次
い
で
「
懲
治
反
革
命
条
例
（
反
革
命
処

罰
条
例
）
」
や
「
懲
治
貧
汚
条
例
（
汚
職
処
罰
条
例
）
」
等
の
単
行
法

規
を
制
定
公
布
し
た
。
し
か
し
、
国
家
の
重
要
な
法
律
は
ず
っ
と
制

定
さ
れ
な
い
ま
ま
だ
っ
た
の
で
、
裁
判
業
務
は
基
本
的
に
党
と
国
家

の
政
策
に
依
存
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
国
家
に
よ
る
司
法
に
対
す

る
《
法
的
》
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
非
常
に
困
難
に
し
た
の
で
あ
る
。
一

九
五
五
年
、
反
革
命
分
子
粛
清
工
作
を
総
括
し
た
と
き
に
は
、
す
で

に
判
例
の
作
用
に
つ
い
て
初
歩
的
な
認
識
に
達
し
て
い
た
。
そ
の
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

判
例
を
分
類
選
択
し
、
案
裏
芸
編
を
編
纂
し
て
裁
判
業
務
の
よ
す
が

と
す
る
よ
う
構
想
し
て
い
た
。
ま
た
、
裁
判
業
務
の
な
か
に
普
遍
的

に
存
在
す
る
量
刑
の
軽
重
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
現
象
を
有
効
に
克
服
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
最
高
人
民
法
院
は
一
九
六
二
年
、
案
例
の
形
式

を
用
い
て
裁
判
業
務
を
指
導
す
る
に
は
、
高
級
人
民
法
院
と
最
高
人

民
法
院
が
案
例
を
選
定
し
、
中
央
の
政
法
小
組
の
批
准
を
経
て
こ
れ

を
地
方
各
級
人
民
法
院
に
流
し
、
人
民
法
院
が
こ
れ
を
参
考
に
し
、

援
用
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
新
た
な
情
勢
に
基
づ
い
て
、
旧
い
悪
例

に
替
え
て
新
た
な
案
例
を
選
択
す
る
よ
う
注
意
す
る
こ
と
、
な
ど
を

規
定
し
た
。
こ
の
方
向
で
発
展
し
て
い
け
ば
、
最
終
的
に
は
間
違
い

な
く
「
成
文
法
」
と
「
判
例
法
」
が
結
合
し
た
「
混
合
法
」
の
様
式

が
完
成
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
様
々
な
原
因
の
た
め
に
、
こ
の
過
程
は

ま
だ
完
成
し
て
い
な
い
。
こ
の
数
年
来
、
政
治
・
経
済
・
文
化
事
業

の
急
速
な
発
展
に
つ
れ
、
ま
た
、
法
制
建
設
が
次
第
に
整
備
さ
れ
る

に
つ
れ
て
、
判
例
の
価
値
も
人
々
に
ま
す
ま
す
重
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
今
後
、
さ
ら
に
高
い
次
元
に
お
い
て
、
必
ず
「
混
合
法
」

様
式
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
も
よ
か
ろ
う
。

四
　
中
国
法
文
化
の
近
代
化
／
世
界
の
法
文
化
と
共
通
の
発
展
の
道

を
行
く

　
中
国
法
文
化
の
近
代
化
の
手
順
と
し
て
必
要
な
こ
と
は
、
法
律
の

基
本
精
神
の
民
主
化
及
び
法
律
の
実
践
様
式
を
科
学
的
な
も
の
と
す

る
こ
と
で
あ
る
。

e
　
「
国
・
民
」
本
位
の
法
意
識
の
確
立
／
批
判
を
行
い
、
外
国
を
参

　
考
に
し
、
啓
蒙
を
行
う

　
「
国
・
民
」
本
位
の
法
意
識
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
中
国

の
伝
統
的
法
意
識
を
一
度
真
剣
に
取
り
払
う
必
要
が
あ
る
。
中
国
法

文
化
の
基
本
精
神
は
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
一
方
通
行
的
な
も
の
で
あ
っ

て
、
両
面
通
行
的
な
も
の
で
は
な
く
、
個
人
の
価
値
や
権
利
や
尊
厳

は
ひ
ど
く
抑
圧
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
個
人
を
無
視
し
、
否
定

し
、
躁
躍
す
る
と
い
う
伝
統
的
観
念
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
観
念
は
ま
た
、
集
権
専
制
思
想
と
期
せ
ず
し
て
合
致
し
、
著
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し
く
社
会
の
進
歩
を
，
阻
害
し
た
。
上
意
下
達
本
位
の
法
律
精
神
に
導

か
れ
て
作
ら
れ
た
法
制
機
構
は
、
必
ず
社
会
の
中
で
支
配
的
地
位
を

占
め
る
集
団
に
最
大
の
利
益
を
も
た
ら
す
。
そ
の
一
方
で
、
社
会
の

大
多
数
の
人
々
の
利
益
は
合
法
的
に
剥
奪
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の

上
、
彼
ら
は
上
意
下
達
本
位
の
道
徳
観
念
の
厳
し
い
束
縛
を
も
受
け

た
。
中
国
の
近
代
資
本
主
義
の
発
展
に
つ
れ
て
、
西
洋
の
ブ
ル
ジ
ョ

ア
階
級
の
法
律
上
の
成
果
が
い
く
ら
か
導
入
さ
れ
は
し
た
も
の
の
、

牢
固
た
る
伝
統
的
観
念
に
た
た
ら
れ
、
洋
酒
に
た
と
え
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
も
の
は
い
わ
ば
味
の
異
な
る
得
体
の
知
れ
な
い
銘
柄
の
酒
に
さ

れ
て
し
ま
い
、
導
入
さ
れ
た
西
洋
法
は
中
国
式
の
伝
統
的
な
香
り
に

満
ち
た
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
伝
統
的
な
上
意
下

達
本
位
の
法
意
識
を
一
掃
す
る
の
は
並
大
抵
で
は
な
い
作
業
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
は
厳
密
な
科
学
的
理
論
が
必
要
な
ば
か
り
で
な
く
、
政

治
生
活
の
民
主
化
及
び
経
済
活
動
の
商
品
経
済
面
が
そ
の
後
ろ
盾
と

な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
国
・
民
」
本
位
の
法
意
識
を
確
立
す
る
に
は
、
さ
ら
に
、
ブ
ル
ジ
ョ

ア
階
級
の
数
百
年
に
わ
た
る
法
実
践
活
動
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
す
べ

て
の
成
果
を
直
視
し
、
承
認
し
、
こ
れ
を
参
考
に
し
、
狭
い
偏
見
を

捨
て
さ
り
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
人
類
社
会
の
成
果
の
一
つ
と
み
な
す

だ
け
の
勇
気
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、
封
建
的
等
級
制
度
や

自
然
経
済
に
反
対
す
る
際
に
最
も
有
効
な
思
想
、
観
念
、
原
理
及
び

具
体
的
な
法
律
制
度
を
心
し
て
参
考
に
し
、
そ
れ
を
中
国
の
国
情
と

結
合
さ
せ
、
徐
々
に
科
学
的
か
つ
民
主
的
な
法
意
識
を
確
立
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
「
国
・
民
」
本
位
の
法
意
識
を
確
立
す
る
に
は
ま
た
、
法
律
知
識
及

び
社
会
主
義
的
法
意
識
を
普
及
さ
せ
る
啓
蒙
活
動
を
持
続
的
に
行
う

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
国
家
公
務
員
が
、
依
然
と
し
て
、
法
律
は
人

民
管
理
の
道
具
で
あ
り
、
し
か
し
て
、
自
分
は
法
律
の
上
に
超
越
し

て
お
り
、
権
力
は
国
法
に
ま
さ
り
、
人
の
言
は
法
律
に
等
し
い
と
考

え
て
い
る
と
き
、
ま
た
、
そ
の
一
方
面
、
無
数
の
公
民
が
依
然
と
し

て
法
律
を
蔑
視
し
、
訴
訟
を
蔑
視
し
、
権
勢
を
崇
拝
し
、
他
人
の
人

格
や
合
法
的
権
利
を
尊
重
す
る
こ
と
が
分
ら
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

如
何
に
し
て
自
己
の
合
法
的
権
利
を
守
る
か
も
知
ら
な
い
よ
う
な
と

き
に
は
、
国
家
が
い
く
ら
法
律
を
制
定
公
布
し
た
と
こ
ろ
で
、
効
を

奏
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
真
の
法
制
建
設
は
法
文
化
の
建
設
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
だ
が
、
公
民
全
体
の
頭
の
中
に
科
学
的
民
主

的
な
法
意
識
を
樹
立
す
る
こ
と
は
、
有
形
の
社
会
秩
序
を
作
り
上
げ

る
こ
と
に
比
べ
て
、
よ
り
重
要
で
あ
る
反
面
、
よ
り
困
難
な
こ
と
で

も
あ
る
。
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口
　
「
混
合
法
」
様
式
の
自
覚
的
整
備
／
判
例
法
の
重
視

　
中
国
は
近
代
に
入
っ
て
以
来
、
判
例
の
作
用
を
承
認
し
た
け
れ
ど

も
、
そ
れ
は
一
種
の
直
感
的
な
レ
ベ
ル
に
お
け
る
承
認
に
す
ぎ
ず
、

自
覚
的
承
認
の
レ
ベ
ル
に
は
遠
く
及
ば
な
か
っ
た
。
中
国
政
府
の
法

意
識
に
つ
い
て
い
え
ば
、
成
文
法
の
ほ
う
が
よ
り
重
視
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
理
由
の
た
め
で
あ
る
。

1
　
中
国
近
代
の
西
洋
法
文
化
の
吸
収
は
日
本
を
中
継
点
と
し
て
な

さ
れ
た
が
、
日
本
が
吸
収
し
た
西
洋
法
文
化
は
大
陸
法
系
の
も
の
で

あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
は
中
国
の
成
文
法
の
伝
統
と
す
ぐ
に
ぴ
っ
た
り

調
子
が
あ
っ
た
。

2
　
「
三
権
分
立
」
学
説
の
影
響
に
よ
っ
て
、
司
法
が
立
法
を
兼
ね
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
判
例
法
は
裁
判
官
が
司
法

を
通
じ
て
立
法
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
憲
法
原
則
に
違
反
す
る

と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
理
論
上
、
判
例
法
は
排
斥
さ
れ
た
。

3
　
中
国
の
裁
判
官
は
従
来
政
府
に
従
属
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
官

の
よ
う
な
独
立
の
権
威
を
有
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
こ
の
こ
と

が
判
例
法
が
中
国
法
の
主
要
な
形
式
と
な
る
の
を
困
難
に
し
た
。

4
　
中
国
の
伝
統
的
法
文
化
に
対
す
る
判
断
が
客
観
性
に
欠
け
、
「
援

　
　
　
　
　
　
ら
　

引
比
附
」
は
法
制
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
成
文
法
の
適
用
こ

そ
法
制
の
擁
護
な
の
だ
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
判
例
法
は
放

棄
さ
れ
た
。

　
以
上
の
種
々
の
原
因
の
た
め
に
、
近
代
中
国
は
判
例
の
問
題
に
関

し
て
、
直
感
的
対
応
の
レ
ベ
ル
か
ら
自
覚
的
対
応
の
レ
ベ
ル
へ
と
向

か
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
以
後
、
わ
が
国
は
成
文
の
法
典
や
法
規

を
作
る
こ
と
に
力
を
注
い
だ
。
し
か
し
、
同
時
に
、
あ
る
種
の
観
念

に
影
響
さ
れ
て
、
ひ
と
た
び
立
法
す
る
か
ら
に
は
良
い
立
法
で
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
時
機
が
熟
し
て
い
な
け
れ
ば
立
法
は
し
な
い

も
の
だ
と
考
え
ら
れ
た
た
め
に
、
国
家
の
重
要
な
法
律
は
遅
々
と
し

て
制
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
法
律
が
な
い
と
い
う
情
況
下
で
も
、
裁
判

業
務
は
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、
裁
判
の
中
で
様
々
な
偏
り

や
ミ
ス
が
生
ず
る
の
を
避
け
る
必
要
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
非
常
に
難

し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
判
例
が
一
種
の
便
宜
的
手
段
と
し
て

担
ぎ
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
判
例
の
価
値
は
あ
る
一

定
期
間
内
に
お
け
る
党
と
国
家
の
中
心
的
業
務
を
完
成
さ
せ
る
た
め

の
一
種
の
手
段
と
い
う
点
に
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
法
制
建
設
の
一
つ
の

挺
子
と
い
う
に
は
ほ
ど
遠
か
っ
た
。

　
目
下
、
経
済
生
活
の
商
品
化
、
政
治
生
活
の
民
主
化
、
及
び
国
際

交
流
の
拡
大
に
つ
れ
て
、
わ
が
国
の
社
会
生
活
は
さ
ら
に
活
性
化
し
、

多
様
化
す
る
方
向
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
立
法
と
司
法
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に
対
し
て
、
さ
ら
に
高
い
要
求
を
も
た
ら
し
た
。
も
し
我
々
が
依
然

と
し
て
成
文
法
の
旧
い
枠
組
み
を
神
妙
に
守
る
な
ら
ば
、
法
律
を
用

い
て
改
革
を
擁
護
し
た
り
促
進
し
た
り
す
る
の
に
必
ず
不
利
に
な
る

だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
我
々
は
自
覚
的
に
混
合
法
体
制
を
確
立
し
、

整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
混
合
法
体
制
を
確
立
し
、
整
備
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
第
一
に
、

考
え
方
を
改
め
て
、
法
律
及
び
法
制
に
対
す
る
狭
い
理
解
を
克
服
し
、

判
例
の
人
類
の
法
実
践
活
動
に
お
け
る
価
値
、
及
び
当
面
の
わ
が
国

の
法
制
建
設
に
お
け
る
特
殊
な
意
義
を
正
確
に
認
識
し
、
確
信
を

も
っ
て
堂
々
と
判
例
法
を
創
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
、
混

合
法
体
制
の
確
立
に
向
け
て
の
マ
ク
ロ
的
戦
略
を
身
に
つ
け
、
成
文

法
と
判
例
法
の
わ
が
国
の
実
践
活
動
中
に
お
け
る
大
体
の
領
域
区
分

と
《
運
用
に
際
し
て
の
》
一
般
的
手
続
を
明
確
に
し
、
ま
た
、
中
枢

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
、
両
者
の
関
係
を
有
効
に
調
節

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
わ
が
国
の
裁
判
…
機
関
の
法
的
地

位
を
高
め
、
裁
判
機
関
の
権
能
を
拡
大
し
、
彼
ら
に
法
に
照
し
て
、

裁
判
を
通
じ
て
法
を
創
造
す
る
権
限
を
持
た
せ
る
必
要
が
あ
る
。
最

後
に
、
わ
が
国
の
裁
判
担
当
者
の
業
務
資
質
と
法
意
識
を
高
め
る
必

要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
を
実
践
的
な
法
律
家
に
、
ま
た
、
司
法

を
通
じ
て
立
法
す
る
こ
と
に
秀
で
た
優
秀
な
裁
判
官
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
混
合
法
体
制
を
確
立
す
る
た
め
の
鍵
は
判
例
法
の
創
設
に
あ
る
。

そ
し
て
、
判
例
法
を
創
設
す
る
に
は
二
つ
の
条
件
が
揃
っ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
第
一
は
、
普
遍
的
に
公
認
さ
れ
た
「
正
義
」

原
則
あ
る
い
は
法
意
識
の
存
在
で
あ
る
。
さ
も
な
く
ば
、
判
例
法
は

裁
判
官
た
ち
の
個
人
的
作
品
と
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
第
二
は
、

裁
判
官
に
良
好
な
勤
務
環
境
を
与
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
裁
判
官

と
し
て
の
地
位
、
権
限
、
．
及
び
能
力
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ

も
な
く
ば
、
判
例
法
は
立
法
機
関
の
牛
耳
る
と
こ
ろ
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
混
合
法
体
制
を
確
立
し
整
備
す
る
た
め
に
は
、
段
取
り
を
踏
ん
で

徐
々
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
足
飛
び
に
は
な
し
え
な
い
の

で
あ
る
。
ま
ず
は
、
判
例
を
用
い
て
法
律
条
文
を
注
釈
し
、
法
律
条

文
中
の
「
金
額
が
巨
大
」
、
「
情
状
が
重
大
」
、
「
危
険
が
大
き
く
な
い
」

等
の
抽
象
的
原
則
的
な
表
現
を
、
感
覚
的
に
も
明
確
な
確
た
る
概
念

や
基
準
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
次
に
、
判
例
を
用
い
て
法
律
条

文
の
不
備
を
補
充
し
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
、
法
曲
ハ
に
明
文
規
定
こ
そ

な
い
が
社
会
に
対
し
て
極
め
て
大
き
な
危
険
の
あ
る
犯
罪
行
為
を
処

罰
し
、
法
に
明
文
規
定
は
な
い
が
、
確
か
に
個
人
や
法
人
に
属
す
る

合
法
的
権
益
を
確
実
に
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
基
礎
の

上
に
、
判
例
集
成
を
編
纂
し
、
法
律
条
文
の
注
釈
及
び
補
充
と
す
る
。
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ひ
と
た
び
時
機
が
熟
せ
ば
、
こ
れ
ら
の
判
例
は
手
を
加
え
ら
れ
て
法

律
条
文
へ
と
昇
華
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
成
文
法
が
ま
だ

関
与
し
て
い
な
い
新
た
な
領
域
に
お
い
て
は
、
徐
々
に
判
例
を
創
造

し
、
適
用
し
、
局
部
的
領
域
に
お
け
る
判
例
法
を
形
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
上
、
相
当
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
、
成
文
法
を
用
い

ず
に
、
判
例
法
が
そ
の
代
わ
り
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
　
中
華
民
族
の
自
信
／
世
界
の
法
文
化
の
先
頭
に
向
か
っ
て

　
一
般
に
、
今
日
の
世
界
に
は
三
大
法
系
、
す
な
わ
ち
英
米
法
系
、

大
陸
法
系
、
及
び
ソ
連
を
代
表
と
す
る
社
会
主
義
落
潮
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
学
者
た
ち
が
歴
史
上
の
法
系
を
論
ず

る
と
き
、
中
国
庶
系
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
こ
れ

は
中
国
の
伝
統
文
化
が
独
特
の
倫
理
主
義
精
神
を
備
え
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
他
方
、
現
在
で
は
、
人
々
は
あ
ま
ね
く
中
国
法
系

の
存
在
を
軽
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
は
二
つ
の
原
因
が
あ

る
。
そ
の
第
一
は
、
学
者
た
ち
は
長
期
に
わ
た
り
、
わ
ず
か
に
倫
理

主
義
の
み
を
中
国
古
代
法
系
の
特
徴
と
し
、
中
国
特
有
の
混
合
法
と

い
う
特
徴
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
き
た
た
め
に
、
倫
理
主
義
の
古
代

法
系
が
ひ
と
た
び
終
息
す
る
や
、
中
国
法
諺
は
た
ち
ま
ち
歴
史
的
陳

列
物
と
な
っ
た
の
だ
と
誤
解
し
た
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ど
っ
こ

い
、
中
国
法
系
は
倫
理
主
義
と
混
合
法
と
い
う
二
大
特
徴
を
兼
ね
備

え
て
お
り
、
倫
理
主
義
は
終
り
を
告
げ
て
も
、
混
合
法
の
方
は
ず
っ

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
新
中
国
の
成
立
以
後
、

様
々
な
原
因
か
ら
、
我
々
は
中
国
固
有
の
混
合
法
と
い
う
様
式
を
継

承
し
、
整
備
す
る
た
め
の
努
力
を
払
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、

わ
が
国
の
法
文
化
は
、
世
界
の
法
文
化
の
世
界
に
お
い
て
、
暗
澹
と

し
て
精
彩
の
な
い
も
の
と
映
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
中
国
法
系

が
人
々
に
忘
れ
ら
れ
た
主
な
原
因
で
あ
る
。

　
か
つ
て
人
類
の
た
め
に
多
大
な
貢
献
を
な
し
た
中
華
民
族
と
し
て
、

我
々
は
世
界
の
法
文
化
の
領
域
に
お
い
て
、
当
然
有
す
べ
き
地
位
を

自
ら
の
た
め
に
勝
ち
取
る
必
要
が
あ
る
。
中
国
法
文
化
を
繁
栄
さ
せ

る
た
め
に
は
、
今
日
の
世
界
の
法
文
化
の
発
展
の
大
勢
に
対
し
て
、

客
観
的
か
つ
冷
静
な
分
析
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
日
の
世
界
の
三
大
法
系
は
、
そ
の
基
本
精
神
か
ら
い
え
ば
、
二

種
類
に
分
類
で
き
る
。
一
つ
は
西
洋
の
個
人
本
位
主
義
で
あ
り
、
い

ま
一
つ
は
社
会
主
義
国
家
の
国
家
本
位
主
義
で
あ
る
。
前
者
は
個
人

の
一
連
の
権
利
を
擁
護
す
る
と
こ
ろ
が
ら
出
発
し
て
、
社
会
の
安
定

と
進
歩
に
到
達
す
る
。
後
者
は
社
会
全
体
の
利
益
を
擁
護
す
る
と
い

う
角
度
か
ら
出
発
し
て
、
個
人
の
権
利
の
問
題
に
対
処
す
る
。
今
日

で
は
、
西
洋
の
個
人
本
位
主
義
は
す
で
に
修
正
を
こ
う
む
り
、
個
人

の
権
利
は
無
制
限
な
も
の
か
ら
社
会
の
利
益
に
よ
る
制
約
を
受
け
る
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も
の
へ
と
変
化
し
た
。
他
方
、
社
会
主
義
国
家
の
国
家
本
位
主
義
も

ま
た
、
不
断
の
修
正
を
受
け
、
徐
々
に
個
人
の
価
値
と
個
人
の
権
益

を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
変
化
に
共
通
の
趨
勢
が

「
国
・
民
」
本
位
な
の
で
あ
る
。

　
今
日
の
世
界
の
三
大
法
系
は
、
そ
の
マ
ク
ロ
的
様
式
か
ら
み
れ
ば
、

英
米
の
判
例
法
、
大
陸
国
家
の
成
文
法
の
二
種
類
に
分
類
で
き
る
。

現
在
、
判
例
法
国
家
は
不
断
に
成
文
法
（
制
定
法
）
を
発
展
さ
せ
、

大
陸
法
国
家
も
ま
た
、
不
断
に
判
例
法
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
変
化
に
共
通
す
る
趨
勢
が
「
混
合
法
」
な
の
で
あ
る
。

　
我
々
は
中
華
法
系
を
復
興
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
世
界
の
法
文
化

の
発
展
の
動
向
を
見
極
め
た
上
で
、
具
体
的
方
針
と
段
取
り
を
確
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
が
本
当
に
法
文
化
の
建
設
を
重
視
し
、

決
意
を
し
、
経
済
体
制
と
政
治
体
制
の
突
っ
込
ん
だ
改
革
を
行
う
と

同
時
に
、
文
化
の
変
革
の
実
現
に
努
力
し
、
伝
統
的
な
旧
観
念
と
徹

底
的
に
手
を
切
り
、
科
学
的
民
主
的
な
法
意
識
、
す
な
わ
ち
「
国
・

民
」
本
位
の
法
意
識
を
確
立
し
さ
え
ず
れ
ば
、
さ
ら
に
は
、
法
実
践

活
動
の
中
で
不
断
に
経
験
を
総
括
し
、
積
極
的
に
指
針
を
示
し
、
自

覚
的
に
混
合
法
体
制
を
整
備
し
さ
え
ず
れ
ば
、
中
国
法
文
化
は
、
い

ず
れ
そ
の
科
学
的
な
精
神
及
び
様
式
に
よ
っ
て
、
世
界
の
法
文
化
の

先
頭
に
お
ど
り
で
る
で
あ
ろ
う
。

さ頁±ヨさ廼19ヨ｛｝；ご

董
作
革
『
般
嘘
文
字
掌
編
』
四
六
〇
四

商
承
詐
『
般
契
侠
存
』
八
五
〇

『
尚
書
・
康
諾
』

『
左
伝
』
昭
公
元
年

『
史
記
・
始
皇
本
紀
』

『
史
記
・
商
君
列
伝
』

呉
経
熊
「
新
民
法
和
民
族
主
義
」
『
法
律
哲
学
研
究
』
、

二
八

　
　
　
胡
漢
民
「
今
後
教
育
上
的
四
個
要
求
」
『
革
命
理
論
与
革
命
工

作
』
、
一
九
三
二
年
、
上
海
民
智
書
論

（
九
）
　
豆
単
民
「
三
民
主
義
的
立
法
精
血
与
立
法
方
針
」
『
革
命
理
論

与
革
命
工
作
』
、
一
九
三
二
年
、
上
海
民
清
書
局

七六五四三二一○）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）

『
左
伝
』
昭
公
六
年
及
薄
情
達
疏

『
国
語
・
結
語
』

『
史
記
・
・
始
皇
本
紀
』

『
睡
谷
地
秦
墓
竹
簡
・
言
書
』

『
清
史
稿
・
刑
法
志
』

軍
営
『
大
学
衛
義
補
・
定
律
令
之
制
』

『
藍
子
・
君
道
』

「
司
法
党
化
問
題
」
『
中
華
法
学
雑
誌
』
第
六
巻
筆
一
三
口
写
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訳
注（
1
）
　
［
］
内
の
文
章
は
原
著
に
は
な
い
が
、
翻
訳
の
過
程
で
、
著

　
者
自
身
の
指
示
に
よ
り
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
同
様
。

　
こ
の
他
、
翻
訳
者
の
判
断
で
挿
入
し
た
箇
所
は
《
　
》
で
表
記
し

　
た
。
（
2
）
　
西
漢
の
武
帝
の
時
、
儒
家
董
仲
野
の
提
唱
に
よ
っ
て
行
わ
れ

　
た
刑
事
司
法
に
関
す
る
原
則
。
『
春
秋
』
等
の
儒
教
の
経
典
を
過
去

　
の
判
例
の
集
積
と
位
置
付
け
て
、
こ
れ
に
法
的
効
力
を
与
え
、
実

　
際
の
刑
事
裁
判
に
適
用
し
た
と
い
わ
れ
る
。

（
3
）
　
漢
代
に
は
、
法
律
に
明
文
規
定
が
な
い
と
き
は
過
去
の
類
例

　
に
照
し
て
裁
判
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
一
種
の

　
類
推
解
釈
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
個
々
の
判
例
あ
る
い
は
そ
の
集

　
積
を
決
事
比
と
呼
ん
だ
。

（
4
）
　
法
的
拘
束
力
は
も
た
な
い
が
、
実
務
ま
た
は
研
究
、
学
習
の

　
た
め
に
参
考
と
す
べ
き
先
例
を
集
め
た
も
の
。

（
5
）
　
当
該
事
案
に
適
用
す
べ
き
法
律
の
明
文
規
定
が
な
い
と
き
は
、

　
類
似
の
事
項
に
つ
い
て
規
定
し
た
他
の
条
文
あ
る
い
は
判
例
を
引

　
用
し
て
、
一
種
の
類
推
適
用
に
よ
っ
て
判
決
す
る
方
式
の
こ
と
。

（
植
田
信
廣
・
李
貴
麗
訳
）
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